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九州西方甑島周辺海域の海洋地質調査

～地質調査所による峨留年度調査研究抗海②～

4.当海域の地質に関する従来の知識

次に当海域周辺の地質に関する従来の知識を整理し

て研究計画実施の基礎にしたい.記述は陸域の地

質海底基盤地質底質および第四紀層の3項目にわけ

て行なう.

4-1陸域の地質

周辺陸域の遡質に関する知識のうち1961年までのも

のについては松本･野田･宮久(1962)に詳しくまと

められている.地域をいくつかにわげて主として

同文献によってそれぞれの地質の概要を記す.第6･

7表は関連地域の地質総括対比表である.

五島列慶一五島列島の地質については神津(醐0)

以来多くの報告がある.神津(ユ91320万分の1福

江図幅)は五島列島に発達する一連の地質系統を時代

未詳中生層としたがその後植田(ユ蜘)は

①五島列島に分布する一連の堆積岩系統登盟経層群と呼び

北酉九州の相ノ浦佐世保および野島層緯の下部に対比

した.

②同じく花開岩類を玉島花闇岩類と呼びその欝入時期

を五島層灘への貫入関係鳶よびジル灘ン対比繍はり

中新世後期とした.

③五島層群と密接に関係する火山岩群を五島火山岩類と

簿慮地質調麓技術グルｰプ

呼ぴこれが緑色凝灰砦飽嬢の溝動ときわめて類似す

るが五島列島の地質学的位置に関係して非グリンタ

フ地域とグリンタフ地域の卵性状を併昔紀特徴を示すも

のであると誇克花軸

④五島列島の地質構造は天草橘曲構造に類似するが列

島北部(中通島)ではNS性の断層雅顕著であること

を指摘Lた｡

また坂口(1961)は平島の五島層灘上部から長

浜1水野(1965)は奈留島の4地点で及伽榊αをは

じめとする淡水棲員化石を発見しこれを含む地層を

野島層群(中新世後期)の下部(大屋層)に対比した.

さらに長浜1水野(!965)は北酉九州本土から奈留

島･福江島に遠らなる中新世後期の火山活動を伴った

沈降帯を想定しこれを五島一野島沈降帯と呼んだ.

なお五島列島にはこのほか五島層灘を不整合に

おおうアノレカリかんらん石玄武岩(松浦玄武岩)や

中通島･相ノ島の変成岩の存在(松井･今井･片田1961)

カミ知られている､

男女欝島1篇ノ篤一男女群島の地質について鳥山

(至937)は全島が自重紀の扮岩であると考免対馬盆

地(南鱒の蔑尚層灘と申園1北九州地方の関門層灘が

大きなひとつの堆積盆一対馬盆地一の堆積物であるとし

た)の南限淡男女難島の南西方にあるとした.

しかしごく最近の松本･高橋(1968)の研究によれば
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第6表

関連飽域地質総括表

(松本亜野固･宮久

ユ鍋獅一都古生界

は野騨1撚本中

隻刷凌松本新生

界は欝田･嘗久･

松本1はる)�



一13一

窮7讃火成藩勤を空とす鳶九州の中新憤以降の総稽対比表

竈富狐編〕(松漆尋野禺缶窟久ユ蝸婁)

議L鰍嫡鐘{棚峨豊.鞘洲主酋護換鰍鰯〕1:五邑･醸稽卿湘ビ音外燃欄蝿

葦･鰍舳活舳闇三秘噸1中關痛麟棚鰍銚』で鰍鰍脇)1=ま略窪級,…簿鍵鼠鰯翻虫脳簑鰍刺1噛

a舳!鵬'一州1棚榊誰艦窪夷O剛;1圭砦･層蔑織蟻呉轟載蟻

4･蜘榊蝸三界舳肚収撒風19鯛一徹勧i1峨轟鶴鰯峨壷燃蜆鱗繊絵閉醐鮎趨勘鮒獺蟻

曇･属軌肋燃㈱賊嚇{臓叙畠露銚跳沢鵬孤鰯劔嚇細蟹盛麗織

離島全域を構成する岩石は有薬1角閃石含有複輝石安

山岩質溶緕凝灰砦でありジルコン法によって中新世

後期と携定されている｡一方男女難島北酉方の鳥

ノ島の構成岩石は松井(1969)紀よれば花鰯斑岩お

よび閃緑野岩でありその岩相は五島列島周辺の比

較的濠所に貫入した花筒質岩に非常によく似ている.

また松井は男女難島の海岸に玉島層灘のものに類似

する細粒砂岩の礫赫昆られることからこの地域の海底

下の五島層灘相当層の分布を示唆した.

佐世保噌崎一西彼杵･野母の爾半島および天草下

跳箱箇遇隈構

曹{轟㈱醸

㍑婁島墓

かしながら

きにして論じられる性格のものではないであろう.

お広川1水野(1962)によれば

成岩類(彼杵変成岩類)の構造は一般に緩やかでNE

-SW方向を主軸とする向斜･背斜およびそれらぽ直

交する小規模の橘曲カミ存在し厚さは700㎜以上ある.

当地区の第三系は高島炭田を中心とする高島･伊王島

両層灘(層厚は両者を合わせて3王000皿弱始新統)崎

戸1松島炭蘭の松島1西彼杵両層鮮(層厚エ,工00㎜強

漸新統一中新続)位性煤炭蘭の佐世保1野島両層群

(層厚3主600雌中新統)に大別される的なお高島

層灘最下部の沸騰属(香焼層)の大部分は筒隈(螂2)

により化石上の証拠をもって白盟系であるとされた.

島西海津地域の変成岩類は一括して彼杵

変成砦類と呼ばれる苗彼杵変成岩類は黒

色片岩類および緑色片岩類からなり西彼

杵準島では大部分が曹長石の点紋を有する石

墨石英綿雲母片岩である(松本1野因1富久

蝸2野田1牟囲1957)｡この変成岩類カミ

三濃川結晶片岩類と三郡変成岩類のいずれに

属するかについて小林(195王)岩崎(1953)

出下(蝸7)など赫諭じている｡また最近

中山1井本(1969)はとの問題に関して

MnC吸鉱床の分布から地向斜の分化を

論じている目そして北部九州のCuMn

鉱床をもつ三郡変成帯は四国石鑓山西方の

ヨ波川帯と近縁関係にあるとした.これは

同氏;らも指摘するように端山(1962)の

三波川帯と三郡変成帯とが北1中都九州で

収敏するという考え方と調和的である.し

この問題は多分中央構造線あ問題をぬ

な

野母半島の西彼杵変

男女群島

第3姻飽璃と鞄質構造の概要

つ

藁峨

㍗ぎ戸1

リ

ベ

鏑総鰯膚盟癩後期の古地理図

至｡内側火山栓盆地2.ギリヤｰク統堆積区

乳浦河競塘両区4.ヘトナイ統堆積区

(松本野因･宮久1962)�
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策8表鹿児馬県北薩地方の綴序区分(橋本1962)

十

帯

秩

父

系

祷

1蝸隣代

1神稜世

1一一一一一

決稜抵

中新世後期

中新世中期

酋第三紀?

自亜紀?

ジュラ瀬?

酋生代後期

神積層

^～へww㌦…^川･ハ〃･^一一^w“不整合

漆緒凝灰岩1磯鰯1シ管ス1安山岩

看英安山岩1火砕瀞1錐横砦

サ～v}･^舳～不整合

紫尾{花筒閃緑岩(岩株)

^⊥砒…一貫入

斑岩(岩脈)

㌃漱饒庶……買入

瀬戸P黒屈(エ800)

一･一…一一一一一茎含

宮之城累層/幸篶㍍整合

瀬戸口構造綴

1ド妻1

…一･…甘宕航皿}}･}=㎜㎜一断層

1←1→†ぷ

___伽=一雌甘饒胆一…一一年の浜構造練

白亜系は富古統一ギリヤｰク銃の砂岩を主体とし

内湾性相が卓越する御所浦層群(層厚王､000独弱)およ

び浦河統一ヘトナイ続の浅海性相を含む姫浦層灘(層厚

1,20⑪醐強)である.

天草炭団の書籍三系についてほ長尾(醐6)松下

(1949)高井峨城(1963)ほかの研究がある｡高井･

坊城は下島東部の肯第三系を下高1逆瀬川の凄層灘

にわけた(層厚は両宥を合わせてエ､800賦程度一畏罵に

よる上島のものも同様である)｡これらの地層は高

島炭固の鳥島･伊王島両層灘&同時代のもので齢るが

基盤の隆起部により分断された別個の場で堆積した可

能性が強いといわれる(松本1野因1宮入蝸2),

なお天草の古第三系は北東一南西方向の短軸摺曲構

造を主体としこれをいろいろな方向の断層が切りて

おり筑豊炭固で代表されるような北北西漢たは南北

方向の断層構造と対照的である,前述のように天

草型の構造は孟高層灘に裕認められる.松本･野

田1富久(1962)は筑豊を鞘鮮方向の天草･五島

を琉球方向の表窺と解釈している｡そして後者の

序曲が前記の姪溝層群の堆積盆の方向(第35図)

として表わされているのである吉

はないかと考克られている(松本1野岡1富久螂2).

露列慶一甑列島の地質系統は大半が天草と同様

である,すなわち列島中部に上部白醒系(姫浦層

群中部相当層を含な)北部には赤紫色頁岩の発達を

特徴とする天草肯第三系の最下部相当層があって

両者は北東方に緩く沈下する向斜構造の底部をなして

いるらしい(松本1野岡1富久1962),列島南部に

は白亜系を貫く花陶閃緑岩の広い分布が知られてい

る｡Mi11er･Shib娩1Ka棚｡h1(エ969)はK-Ar法

で下親村瀬尾の病閃石黒雲母花筒閃緑岩の絶対年

代を測定し13±4血･y.8･P･(中新世後期)の値

を得た屯

北薩地方一川内州流域を含み阿久根から串木野にお

よぶこの地方は帯新世後期から漢積棋の看英安山岩や

シラスなどぽ抽おわれるか(第8表)その下位には

ジュラ紀?一自亜紀?の東郷1北薩両層灘(層厚5,000

-6,000孤)や首第三紀?の宮之城1瀬戸口爾累層(層

厚3,000腿)一いずれも鰯万十黒帯に属す一さらに

秩父黒帯の吉生層秘発蓬する｡これらの古生層ならび

に時代未詳層灘の構造は一般に東部ではNE-SW

走向であるのに対して西部ではNNW-SSEに変わ

り西方への急傾斜を示す｡この屈曲を橋本(1962)

ほ北薩の屈商&呼んだ吉これは萬商属本外帯の秩

父帯と四万十帯とを勅ける仏像構造線かごの地域で

大きく蘭方に屈曲しているのと調和酌である.

この地域のシラスは更新世の一連の火山活動(阿多

･姶良等)の産物で釣って北部･中部九州の阿蘇溶緒

凝灰岩(更新世後期)と同様に海底の地質を把握する

場合に重要な鍵の一つとなるであろう.�
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ト2糠底基盤地質

加･t三Q万S嚢di皿en亡s)(古第三系)と後変形作用堆積物

(賄§t-def⑪mati◎皿Sed三ments)(新第三1系)と呼ばれ

後者の厚さは大陸棚上で2手000班をご克石部分カミあ

ると推定されている(第38図).

二方九州近傍の水深800～900則の海盆(五島列島の

南にあ!〕調査海域の東準を占める｡本文でほ以後南

西九州海盆とよぶ)は琉球弧の西縁に沿ったOh醐wa

冊Q鶯ghの延長上にあり同Trou釦のAmaとusa

恥1deδZo鵬への転換部にあたる｡A狐a長us慧Fo1曲d

Zoneの活動は丁登i榊nSin磁Fold6dZ㎝sより早く

吉第三紀のうちにはじ蜜ったとされている.陸棚斜

①･

②1

国1蓬変1撃1毛淵雌撒物㌔糞禰三記･第四組〕

鰹蟹搬1蹄剃唯繍制占ポ毒､j〕

口㈱･㈱榊

↓大繍外線

I妻二組3芸=票葦瀦:芒

↓

第36ぼlE㎜eけらによる

東支那海兆部および

黄海の地質構造

(亘m{ryタ:1王969fjgi2.工4.16

よリ編集)

灘①･

燃②

粥紬へぐ叩却炉へ＼

④叶㌣∴…�
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①スバｰカｰ調査によれば野母半島の褒成岩類は野母

碕の南渡約遂0㎞ゑにある鯵曾根あ花り雲で海底に見

吏隠れしな岩沁続くがこれを天草下島西海岸のもの

との實接の関係は不明である害

②上五島東方の網ノ島で発兇された変成古生層(松井･

今井･片田196!)や上調⑩の変成岩類等の隆起カミ衝

彼杵炭囲地区と五島層群堆稜区1夫章の自醒系を主体と

する霞載との境界にな欄ているのではないか.

③鍍勘糠には褒成岩の勉に古生層に興人し花を思毒)れ

る変質糠繭砦嚢蔭に鯵曾根の衝方3弧搬にある

みかげ曾根には先第亜紀の花筒糊功脱て五島花筒

岩類績関係するを思わ杓る花筒斑岩礫も採敢され花の

で新潮花闇岩の遺跡も重要である.

④男女襟島と五島との間の堆積層は歎い砦衡のロノ津

層群(更新統)嚢たは平戸層鮮(鮮薪統?)相当層と

綴密堅固な糊粒砂岩およびシルト岩(翌高層灘のもの

とは異なる第三系)にわげられる.

⑤五島福江島の玄武岩(鮮新世末の松浦玄裁岩)はかな

りの広さで海慮をおおう.

以上が奈須ら(エ969)の報告の概要であるがこの

第37図東支那海の地質構造(E凪e町1王9691はる)

4一義底質および篤鯉紀層

調査海域の大半を含む東支那海の底質のあらましは

NiinQ狐遂E㎜瓠y(エ鯛!)によって渓とめられた､そ

れによれば大陸棚の混線は180㎜付近にあり陸棚斜

面に泥壊がひろがっている｡まだ島の近傍には露岩

カ三分布する佃黄海から張り出した泥･砂一派の細粒

域淋大陸棚の外縁近くに迫って為り沿岸泥域との

一方水路部発行の50万分の王海図(脇180)で

は五島列島南方の海盆底(繭西九州海盆)に露岩が

記録されている.もし事実とすればその成因につい

てはきわめて興味深くくわしい検討が必要である.

ノ

'!､ノ

〃岬

'･｡!

〆

120申鮒,鮒

第38閲叢海と東麦熱海商部⑳大鰺棚上の後姿形作用堆積物の讐層筆線図

(運鵬w靱螂91はる)�
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なおこの地域に関しては多種類の海図淋発行されており

(第40図参照)それらによって堆積物の粒度分布の概

略をしることができる､底質について最も箆要なこ

とは現在みられる底質鵬維の問題㍗るう苛

E㎜eηら(1969)は本調査海域を含む㌔東支那海の

大産棚外側部の石灰質の砂ポ化石および重裏C年令の上

から第四紀の遺存堆積物であることを指摘している,

鶴嚢毅

〃飲勿吻一"伽榊榊〃

Des止aye8

05炉榊紅gωThu曲e昭

P26地κ"循鉦翅秘書

SOW紬y

Rψ伽α泌｡鰍郷ξω榊

Cτosse

8"工肋0脚鯛μψ倣鮒洲

so輔{ア

ｰr=0犯宛磁2惚ま205ブ0"鵬

(Ku轟t販)

測点至髪郷2王22滋

洲.㎞書

位置笈鷲鮒鮒鮒腕豆ま

王酬21工鰯慨12舳･至婁舳･鮒鮒

堀

��

塘�

��

壗�

塘�

團

固

固

固

騒

概概.1

第39図対馬海峡東支部海の底質鰯(新野･エメリｰ196王

を松本･野田･富久ユ962よ蝸i用)

訪

E血e取andNi虹｡(}968)紀記載巷れている化石産出

地点(水深102～150㎜)および化石種は第9表のとおり

である.

匁剛

騨舳轟!

姦

轟

｣｣玉=薯佃㈹

1一.｢1:童皿O.000

｣J

･111000口岨

･一一･･.1

!;44年度調査海姥

只r一ド

螂1

{犯卜斗

○衙

押

㌧

つ

ギｰ'罫

i汐

_ムり螢茎η

一一一7,1

�　

♂日

≡θ

�

�

L__.___一

肌

第40図海図一策図(このほか

至:工1⑪O⑰,⑪⑪⑩の灘閲皿Φ｡1002がある)�



一18一

同露甲苧無ζ:轟潟羅

繊

』ヨ=

熟僅'北山双漕

義醐｡一ム竈

｣籔､嚢緩乳._､_

､÷

三平二

不知美繕美麗

二浅｡一ム

昂節'榊鯛､一.

～^

山甘冊け

1赤色工1rξ

榊一

第10表

有明･不知火海域の第

四系対比表

(有明海研究グルｰプ

1965による)

そしてE㎜ery(1968)はとくに大陸棚堆積物の

中にこのような多くの遺存堆積物(re1iCtSedim㎝tS)

洪一般にみられることを強調している.この問題はき

わめて重要である.これを無視すると底質分布の要

因を考える場合に大書な混乱と誤まりが生じるであろ

う.ま危化学的1生物学的な環境を論じる場合にも

とりあっかっている堆積物が厳密に現生のものでなけ

れば混乱を生じるであろう.一般に問題にされる遺

存堆積物は粗粒堆積物(たとえば過去の汀線礫)で

ある(星野1958).さらに泥質堆積物であっても

その堆積時期と速度は問題となる.たとえば海底

下g泥層がごく最近そこに運ばれてきたものかあ

るいはかなり以前からそこに定着しているものかを

判定しなければ地史を読みとることはできない.そ

れを判定するにはいろいろの材料がいる.降下時期

カ茎判明している火山灰層などがあれば楽であるが都

合の良いものがなければ新しい絶対年代測定法(Io/

Th法)で直接泥の年代を決める必要がある｡いず

れにしても表層の堆積物を含めてその時代を明らか

にして初めて堆積の場の実状が把握されるといえ

よう.

この問題に関連して海底平担面の存在とその形成に関

する考察は重要である.調査海域内に関する従来の研

究はない.しかし多少はなれるか最近詳細に第四

系層序と地史カ湖らかにされた有明海に関するこの方面

の資料はζの海域における考察に対して非常に重要な

示唆をあたえてくれるものである.次に若干の引用を

しよう.

有明海研究グノレｰプ(1965)は有明･不知火海域の

第11表南部有明海における海底沖積層の層序(松石･松本1969)

�層序1代爽幽砦綱��特徴･備考

�上部沖積層(I)�泥糧�本渡粋大矢野島前面に分布N値.0～5

沖積層�上部沖積層(皿)一�砂層�広く分布貝殻まじリ砂礫まじり砂砂層N償｡O～至5

�上部沖繊層(皿)川〕〕wh㌔㌔㌔㌔㌧､下部沖穣層�貝殻砂礫より柱る�局部申分布一とくに湯島･黒島地区の台地状平坦繭周辺部N値.10～40

��粘土･シノレト層�基盤寧蝕谷の一20～一40血水準に発達N値,G～王0

�低位面相当層(後期撲稜統)�砂礫糧�本渡層上の侵蝕面一10～一刎㎜紹圭び一蜘～一30㎜に分布N値.35以上

�本渡層〔ロノ薄層群〕(初期洪積統)�砂岩シノ艸岩礫岩凝欧岩�南部有明海の海底下に広く分布

古第三紀層

w不整合一整合宮断種�
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第四系について次のようなことを指摘した昌

さらに若干の補昆をするならば九州の北1中部に

広範な分布をもつ新潮阿蘇溶岩とその異相である八

女粘土層は主ウルム豆(30里◎00約年前一地形で表わせ

ば中位段丘の下位面形成期)の噴出物である古蛮た

皿40弧海底平担面は主ウルム皿の末期(約1C,000年前

で低位段丘下位面形成期の後)に形成され花､なお

低位段丘下位面と一遂⑪㎜菌との聞に一工5～一望0聰繭

さらに低位段丘上位面形成期(主ウルム皿)に冊130

狐面が形成されている古

有明海の沖積層について松宥1松本(1969)は海

底の砂鉄鉱床を平蔵的に把握するだけでなく鉱床生成

を第四紀地史の辛慰位置づける淀めソノプ浜一ブ;

試錐1採泥等の調査を行なっ危由その結果第10表の

ような沖積層の細分層序が示された,先の有明海研

究グルｰプの結界との比較は行扱われていないカ喜多

分松石･松本の下部沖積層と上部沖積層(皿)との間の

不整合が有明粘土層の基底にあたり下部沖積層とし

たものか島原海湾層にあたるのであろう害なお問

題の砂鉄は松看1松本の上部沖積層(n)におもに含ま

れるそうである.このほか松石･松本は海底に

多くの平担面や海底谷が存在することを指摘しこれら

と底質&の関係を論じた｡このような観点は底質の

解析はとって不可欠のものである.

当海域の第四紀古地理に関連しては林朝薬(工963)

は籍西紀初頭以降沖積世に至る間の東支那海を中心とす

るアジア集部の8葉の古地理図を播いている,そのな

かの数葉を第4五一遜3図に示す.それぞれ薫ンデル氷

期(盾予測期)ミンデル1リス間氷期(台南朝)ウ

ルム後期(米寿期亜氷期)の古地理図である.きわめ

て大胆に描かれたもので多くの修正を必要と.すると思わ

れるがとくに堆積物をあつかう上に一つの参考資料と

なるのでここに引用した.

4-4甑島周辺海域の海底地質に関する従来の知識

まとめ

最後ぽ調査海域の海底地質に関する従来得られてい

る知識を要約すれば次のようになる.

海底麩盆地質甑島1九州本土闇の海域では既存資

料淡ない｡しかし両陸域の地質構造の特徴から仏像

構造線がζの海域の東部をよこぎり'その東西爾側にそ

れぞれ秩父黒帯｡四万十黒帯の諸属洪南北に帯状分布す

ることか予想される.ざらば八代付近の変成相を含む

古生代竜峰山層灘あるいは臼杵一八代線をは巻んでその

北側の肥後変成岩類の延長が当海域に存在するかどうか

第遣咽ミンデル氷鋼(唐子湖期)

第42図

ミンラ㍉レ埋リス閥氷葦灘(台南藁葺)

第43図ウルム後期(水嶺期亜氷期)�
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という問題がある司それらをお濁って甑島の自醒系

･古第三系の延長の存在が当然予想巷れまた同島の串

新世の花闇閃緑岩類と同種の岩体があるいほ存在するか

もしれない.

甑島西方で男女群島を東縁部とする大陸側大陸棚海域

では先第三紀基盤上に策三紀堆積蜘躯横たわる畠男

女群島鳥ノ島およびその付近てば翌高層群の延長&み

られるものの存在ポ確実でありこのζとは五島一野島

沈降帯のさらに南西方への延長を示唆している｡

その東方の｢南西九州海盆Jと北方の大陸棚域に関し

てほ断片的な資料しかない､音探記録によれば同海盆

底では先欝三系がつくる起伏を古第三系か雪ずめさら

に全体的にそれらを新鶏3系が最大層厚工垂000膿で広く

おおっているという蕨面カ茎描かれている.これらと天

草下島および寵島の白亜系･古第三系との分布関係前

記の五島層群相当層との層序･分布関係については明ら

かでない.海盆の北縁では野母半島の彼杵変成岩類の

延長が確認されている,

底質底質の粒度組成については何種鎮かの海図の

資料のほかとくに大陸側大陸棚にくわしい資料がある､

南西九州海盆では東半は泥からなるが西半には堆積物が

欠け岩盤が露出す馬ところ淋ある曲事実とすればその

成因はきわめて興味深い､大陸棚ばほとんど金部砂質

堆積物からなる茄大陸側大陸棚の内側には児帯が発達

している由本海域西部の堆積物については砂粒組成の

くわしい資料ポある由

堆積物の時代性の問題は底質に関して最も基本的な問

題である冊大陸側大陸棚の外縁に近く､分布する砂には

第四紀の遺存堆積物か明らかに含まれている.ほかに

は資料砂ないがこれ紀関連して有明海の第四系と海底

平坦面の研究はよい参考資料二なろう.

文献(おもに1962年以降のもの)

有明海研究グルｰプ(1965):有明｡不知火海ヴ)第四藻地固

研専報η蟻｡1186PP

E皿ery,K.O｡(1968):只e1ict罵琶曲一徹総｡nc⑪n宜1鵬舳1

she1∀esof曲e慨破1土Am.Assoc.跳猷⑰呈eび醜G琶Q童｡幽亡s

Bu皿.,vo玉,52革p-445-464.

E㎜ery,Kαeta1(1969):Geobgica玉s泣uctu臓盈ndsome

waterch砒acteristic嚢｡fth嬢肱鋭Ch三肱S鯛亀nd出e

YenowSea､且C.A,R亙,C.C.O,遭包丁琶｡kBu1].,

癯�㈬倬㌭��

橋本第(工962):鹿児農県北藤地方の跨代未詳層灘の糧庁と構

造.九州大学教養部飽学研究報省出帆曇災｡媛ト62一

目隈四郎(工9髄):高島地区に於け義貞蕊紀層紘ついて

九州炭鉱技術会誌拙｡王6鴛⑪｡!望狐鵡6一蜘｡

広川治1水野鶏狩(工鯛2):蚤ガ分の更地質図鵜同説明書

細前高島村野母崎鑓p獲｡地調串

星野通平(工鰯):貝本近海大鰹棚上の堆積物について

地団研専報脇?姐卿山

松井和典1今井功1片閏連人(峨工):玉島列島中通島および

稲ノ島で見出され花蜜成岩類(予報)地調月報肌7p-

35一遂O､

松井零蝋(工鰯):五島夢嶋南頂の鳥ノ島1こみられる花開質岩

類地質雑制｡循狐⑰｡エ2災｡鑓五一概｡

松看秀か松本達郎(五㈱):商都宥明海の海底沖積層一

有明海の海底沖積層(その望〕一九州大学理学部研究報告

〔地質〕voLユ｡m｡慧p.g卜至21.

松奉緩夫1高橋清(1968):長椅県福江市男女群島熔結凝灰岩

地質雑榊玉､74孤靱｡塁黛｡螂一銘6.

松本達郎1野頭光嬢1富久三平年(1962):蔵本地方地質誌

九州地方違23鵬｡朝倉書庫,

㎜蛙,五見華S脇幽垂K｡鮒6K琶椛ぬ,Y(蛾2):POt･一

§Siur匝一班gOn亀g督墨⑩董馴包n玉妊CτOCk蔑鉦O孤幽蔓(〉ムter

Zone0圭亙郷§huヨ加醜n佃地調月一親マ｡三夏3｡鴛鵡.7王2-714

長浜泰夫1水野篤行(王鰯):玉島列島奈留島産の事新世淡水

棲貝化肴灘および関連する著平の問題

地質雑拙｡7王苅｡｡鎚儘p｡鰯一喜36､

中山男1井本伸広(1969):Cu.Mn鉱床からみた本州地向錯

の分化紀似･て一近畿以酋の頑南資本ぽっいて一

地球科学榊亘,鵬孤⑪｡簑p｡轟ト総｡

奈須紀拳憾か(1969):長崎県玉島一発女難島周辺海域調査報

告書遂醐.長崎県商工部資源調査室与

N呈至狐⑰葦鼠(工9錫):A搬伽搬出蟻醐拙鵬鱗⑪b駆蒙雲愈und
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